
エマルションO用いたt生物探索

物は数多く存lするはずCあり、無限の可能性O秘めているのCす。
O利用して未知のt生物O探索します。
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Wat(--in-Oil エマルションとは、油aに水滴(Wロップレット が
分散している系Cあり、乳製品Le粧品など身のiりに多く存lし
ます。私たちは、そのエマルションのaCt生物O培養する技術に
ついて研究しています。エマルションaのWロップレット一つ一つ
Ot小な培養器として扱うことC、h時に多種多様のt生物が培養
可能Cす。この特uO生かして、環naに存lする無数のt生物O
培養し、有用t生物の発見O目指します。



なぜ微生物を探索し、培養するのか

古くから私たち人類は微生物の力に支えられ、生活を豊かにして
きました。例えば、チーズや納豆などの発酵食品は微生物の機能を
利用したものです。また、現在使用されている抗生物質のほとんど
は環境中の微生物由来のものであり、環境浄化やバイオエタノール
生産においても微生物の存在は欠かせません。このように人類は
様々な微生物を利用して恩恵を受けてきましたが、それらは地球上
に存在する微生物のごく一部にすぎません。つまり、未だ発見され
ていない膨大な微生物の中にも私たちの生活に有用な微生物が存在
するはずです。私たちは、それら未発見の有用微生物を探索・培養
し、さらなる微生物の可能性を見出します。

微生物探索の意義と可能性
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エマルションとは水の中にn、またはnの中に水が分散している
系を指します。前者はOil-i(-Wate) エマルションといい、後者は
Wate)-i(-Oil エマルションといいます。身近な例としてはr乳や
a粧水、塗lなどが-ります。微t物培養では界面活i剤により安
eiを高めたWate)-i(-Oil エマルションを使用します。ミクWン
サイズのn中水滴(OWップレット に微t物を封入し、培養します。

エマルションを用いた微t物培養法

エマルションの種類

Wate)-i(-Oil エマルションを用いた微t物培養



エマルション培養の特徴は、大きく分(て二つあります。一つ目
はハイスループット性です。微小培養器であるドロップレットは機
械を用いて自動生産、)らにセルソーターを用いた目的ドロップ
レットの高速分離が可能です。二つ目の特徴は、周りがオイルであ
るため、従来の液体培養や寒天平板培養法とは異なる培養環境が提
供できます。

エマルション(培養)の特徴

エマルション培養の特徴



当研究室で主に扱()いる3菌体(糸状菌、バクテリア、油脂酵
母)をエマルションに封入し、培養に成功し)います。また、エマ
ルションに蛍光基質を封入し、増殖や酵素などの活性を蛍光とし)
検出可能です。さ3に土壌環境微生物のエマルション培養にも成功
し)います。

エマルション培養の例

 00 μm  00 μm

 00 μm  00 μm

当研究室で扱()いる3菌体のエマルション培養

活性(蛍光)の検出 環境微生物のエマルション培養



現在、エマルション培養は世界1最も研究され0いる微生物培養
技術の一つ1す。それは、ここ10数年1進展したマイクロフルイ
ディクスという微小流体を扱う技術によるもの1す。しかし、未だ
エマルション培養に関する知見は不十分1す。今後、エマルション
の作成から培養と活性の検出、分離後の解析など、様々な技術を追
求し0いきます。そし0、世界に先駆け、エマルション培養を用い
た有用微生物の発見を目指します。

エマルションを用いた有用微生物探索に向け0

エマルションを用いた微生物探索の流れ
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